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坪井夏美さん応援レポート
東京文化会館

モーニングコンサート Vol.90
2015年12月9日（水） 東京文化会館 小ホール

冬の陽に輝く上野の森のモーニング・コンサート

上野の森、黄色に色づく公孫樹の木が、あたたか
な日差しに照らされている。

上野駅公園口を降りると、目の前にそびえる東京
文化会館。

「首都東京にオペラやバレエもできる本格的な音
楽ホールを」という要望に応え、東京都が開都500
年事業として建設し、1961年にオープンした会館で
ある。

以来今日まで、オペラ、バレエ、クラシックコンサー
トなど、世界中の著名なアーティストによる名演の
数々が繰り広げられ、“奇跡的”とも言われる音響
の良さと相まって、その名は広く世界にまで知られ
ている。

東京藝術大学付属高校から東京藝術大学へと、

７年間通いつめた通学路（坪井さんは藝大４年生）、
たくさんの思い出が詰まった上野、毎日東京文化
会館の脇を通り、「いつかここで演奏会をさせてい
ただきたいと思っていました」と坪井さん。

東京文化会館のモーニングコンサート。
東京音楽コンクール入賞者の方々の演奏が披露
されるお昼前の60分のコンサートである。
第90回目の今回は、第12回東京音楽コンクール
（2014年）の弦楽部門第1位に輝いた坪井さんのソ
ロ演奏。坪井さんは、本選にいらした聴衆の方々
の投票によって選ばれる聴衆賞も受賞しており、
熱い演奏に期待が高まる。

＜東京音楽コンクール＞
東京文化会館（公益財団法人東京都歴史文化財団）、読売
新聞社、花王株式会社、東京都の四者が主催し、芸術家と
しての自立を目指す可能性に富んだ新人音楽家を発掘し、
育成・支援を行うことを目的として実施するコンクール。
本選では、オーケストラと共演するほか、各部門で聴衆によ
る投票を行い、最も多い票を得た出場者に「聴衆賞」がられ
る。
また入賞者には、様々なコンサートへの出演機会の提供を
行うなど、手厚いサポート体制を用意している点で、日本を
代表するコンクールと位置付けられている。東京文化会館
モーニングコンサートは、そうした出演機会提供の一環であ
り、毎回、東京音楽コンクール入賞者が出演している。



2

「・・・皆様を非日常の世界にお招きしたい・・・」

11月にはドイツへ飛び、集中レッスンを受講されて
きた坪井さん、
「パッションとエモーションの違いについて、気付き
があった」とレポートしてくれている。
本日のリサイタルに向けては「…音の中身と質、そ
して色彩に留意して準備をしました。…お聴きいた
だく皆様の心に響く演奏をしたいと考えております」
とのこと。

演奏会が始まる。

フランクのヴァイオリンソナタで始まったコンサート、
「…皆様を非日常の世界にお連れできたら…」
「 …ドラマチックなところが大好きな曲です。それぞ
れの楽章のキャラクターが特徴的で…」の言葉どお
り、難曲を幻想的に情感たっぷりに聴かせてくれた。

次曲ショーソンの詩曲。「…弾けば弾くほど表現面
が難しいのですが、奥深くて大好きな曲です」
内面性に寄せる坪井さんの気持ちが伝わってくるよ
うな繊細さと力強さの両方を備えた演奏で。

そしてラストの曲、ヴィエニャフスキの華麗なるポロ
ネーズ。こちらは一転明るく華やかに。

全３曲、難しい技巧も散りばめられるなか、坪井さ
んの曲への思いが客席にも響いてくるような熱演
だった。

ブラヴォーの声に、坪井さん再登場。
アンコールにはエルガーの「愛の挨拶」で応えてく
れた。

ピアノを弾かれたのは坪井さんが絶大な信頼を
寄せる三又瑛子先生。先生のピアノと坪井さん
の思いとの、マッチングも素晴らしかった。

終演後の坪井さんのツイッターには

「色彩感豊かな三又先生のピアノとの対話が本
当に楽しかったです。頂いた温かいお言葉を励
みに、これからもがんばっていきたいと思いま
す」とのコメントがアップされていた。

また、「東京文化会館は、お客様が入ってくだ
さってからの方が響きも良く、演奏していて楽し
かったです」とのコメントも。

『奇跡の音響』と称される東京文化会館、本当に
そのようだ。

ピアノの三又先生と楽屋で
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本当に表現したい音を追い求めて・・・

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

【プログラム】

＜出演＞
坪井夏美(Vn)
三又瑛子(Pf)

＜演奏曲＞
フランク：ヴァイオリンソナタイ長調
ショーソン：詩曲 op.25
ヴィエニャフスキ：華麗なるポロネーズ

〈アンコール曲〉
エルガー: 愛の挨拶

（敬称略）

終演後のロビーでご挨拶に立つ坪井さん、
情念たっぷりの演奏イメージと異なる可憐な姿に、
取り囲むみなさん、

「かわいいわぁ」 「あらやだ、なんて可愛いらしい方、
演奏の雰囲気と違うわね～」と口々に。
淡いグリーンのドレスもとてもお似合いだ。

坪井さんに話を聞いた；
「・・・会場の空気がとても温かく、また、

三又先生のピアノが素晴らしくて、しあわせな１時間
をすごさせていただきました」

－本日の選曲、情感あふれる曲を選ばれてました
ね；

「・・・こういうタイプの曲が好きだというのもあるので
すが、今４年生で、もうすぐ卒業ということもあり、

内面的に難しい曲にチャレンジしてみようかなという
思いで選びました。この東京文化会館のホールも素
敵ですし、この場所でこの曲に挑戦してみたいと・・・」

－11月にはドイツに行かれて；
「５日間、正味３日、毎日連続してレッスンを受けまし
た。１日目に教えていただいたことを頑張って消化し
て、理解しきれなかったこと、疑問に思ったことを、ま
たみっちり教えていただくという充実した日々でした」

－「パッションとエモーションの違い」について気付き
があったと；

「自分が本当に表現したい音について考え直す機会
となりました。これまでパッションを前面に出してしま
うことがあったのですが、エモーションが大事だと。

本日のプログラムも、そのことを意識すべきプログラ
ムでしたので、思いを込めたつもりです。『感情をおざ
なりにせず、激しさや熱情でそれを補うのではなく、
感情を込めた演奏を』 と心掛けました。

３日後には、東京藝大オーケストラのコンサー
トミストレスとしての重責が予定されている。
また23日の財団コンサートでは、本日演奏され
たショーソンの詩曲を聴かせてくれる予定。
楽しみだ。

坪井さん、素敵な演奏でした！
また聴かせてください。



4

【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【コンサート・パンフレット】
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【コンサート・パンフレット】


